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Summary 

The effects of various .hor世culturalactivities on systolic and diastolic blood pressure~ pulse rate， 

degree of satisfaction and emotion in women's junior college healthy students (dep紅出lentof child 

C訂eand pre -school education， 19~20 ye紅sold) who took“Horticultural Therapy' Practice I" 

were investigated. Five horticultural activities (sowing vegetable' seeds， cuttings， m泣叩ggrass 

head， making moss balls， potting) were examined. As an index of the autonomic nerve feature， 

we measured systolic blood pressure， diastolic blood pressure and pulse rate before and after each 

horticultural activity using an electronic manometer. There was no significant change in systolic 

blood pressure after any of the five horticultural activities. The diastolic blood pressure and 

the pulse rate were lowered signifi.cantly by sowing seeds and cuttings and this' was considered 

to indicate a stress relaxation effect. For subject evaluation after each horticultural activity， a 

questionnaire survey was conducted to determine the degree of satisfaction and feelings toward 

horticultural activity in the self-appraisal. A significant positive correlation was seen between the 

degree of satisfaction ab.d the emotion to出eactivity after each horticultural activity. These findings 

were usef'叫 whenreviewing various gardening activities which訂eplanned the programs in the 

school gardening， horticultural therapy and horticultural well-being. 

Keywords : contents of horticultural activity， horticultural therapy， horticultural well-being， 

school gardening 

園芸福祉，園芸活動の内容，園芸療法，学校園芸

緒昌

近年，プランターでの植物栽培(遠藤ら， 2001)，鉢

百の移植作業(山根ら 2002)が脳波や感情に及ぼす

影響，ガーデニング教室参加者の気分の変化(深津，

2005) ，シクラメン栽培時の品質の変化と消費者の感

情に及ぼす影響(朴ら， 2008)，園芸が生活満足度に及

ぼす影響(Waliczekら 2005)など 園芸活動が心身や

QOL (生活の質 :Quality of Life)に影響を及ぼすこと

が報告されている。また 植物からの視覚情報が心身

に及ぼす影響についての報告(中村・藤井， 1992;多

2009年12月1日受付.2010年3月11日受理
本報告の一部は園芸学会平成19年度春季大会で発表した本研
究は ， 大学教育高度化推進特別経費(平成 17~20 年度) を用いて
行った.

人間・植物関係学会雑誌 9(2) : 13-17， 2010.論文(短報)

回・藤井， 2006; Ulrich， 1984)も多数あか視覚要素

の違いにより心身に及ぼす影響に差異がある(紙、谷ら，

2007 ;中村・藤井， 1990a， b ;中村・藤井;大石ら，

2003 ;佐々 木ら， 2004)ことが認められている。

一方，園芸活動の内容は極めて多様であり，植物か

らの視覚情報と同様に 活動内容の違いにより心身に

及ぼす影響にも差異があることが予想される。学校教

育や園芸療法・園芸福祉における園芸活動では，例え

ば，最初に播種を行い，その後収穫をするなど，いく

つかの園芸活動を組み合わせて一日の園芸活動を実施

することが多い。したがって 効果的に活動を組み合

わせるには，園芸活動の内容の違いによる影響の差異

を調査する必要がある。しかしながら，園芸活動の内

容の違いに注目した研究事例は少ない。



また，園芸活動の効果の評価としては，生理的指

標は脳波，心拍変動，筋電図，フリッカー値，唾液

中コルチゾール(嵐田ら， 2007;遠藤ら， 2001 ;乗松

ら， 2006;山根ら， 2002)など，心理的評価は気分プロ

フイール検査(Profileof Mood States; POMS) (嵐田ら，

2007;深津， 2005;朴ら， 2008)，精神健康調査(General

Health Questionnaire ; GHQ) (嵐田ら， 2007)などを

用いて研究されているが，いずれも被，験者への負担が

大きい。例えば，生理的指標である脳波や心拍変動，

筋電図の測定には機器装着や長時間の拘束による被験

者への負荷や，唾液を用いた評価では食事直後の測定

が不可能である。

一般に， ヒトの生命の基本的な徴候とされるパイタ

ルサインは，脈拍・呼吸・体温・血圧とされる(岡安・

道場， 1988)。最も基本的なバイタルサインである血圧

においても，医療現場で用いられる手動式では水銀柱

と聴診器の扱いに専門的な技術が必要である。脈拍数

は手足の動脈が1分間に拍動する回数をいい，医療現

場でもよく行われる特別な機器を必要としない触診法

においても，正確に拍動を知るには専門的な熟練を必

要とする。

以上のように，生理的指標においては，授業中に調

査する場合，調査のための測定に機器や専門的な技術

の習得が必要となり 授業の中で測定するには困難な

測定法が多い。また，心理的評価の POMSにおいても，

質問項目が65項目にも及ぴ 園芸活動毎に授業内で毎

回調査すると，被験者の回答への慣れからくる不正確

さも危倶される口

そこで本研究では 教育の中における園芸活動の中

で，被験者である学生への負担が少なく，かっ授業進

行への妨げが少ない評価法として，生理的指標の，代

表的なバイタルサインである収縮期血圧，拡張期血圧

および脈拍数が同時に測定できる自動式電子血圧計を

用いて，園芸活動前後の血圧(収縮期，拡張期)，脈拍

数を測定するとともに，園芸活動後の満足度と気分を

調査し，園芸活動の内容の違いが及ぼす影響について

検討した。

材料および方法

1 .被験者と園芸活動

調査は，甲子園短期大学園芸実習場(兵庫県西宮市)

で、行った。調査対象は 2005年度前期に開講した選択

科目「園芸療法実習 1J (135分授業)を選択した，健康
な幼児教育保育学科E 回生(すべて女子，年齢 19~20 

歳)とした。同授業は全国大学実務教育協会から資格

認定される「園芸療法土」の必修科目であり，履修学

生はいずれも「園芸療法士」を目指す学生である。以

下に示すように， 5種類の園芸活動が同じタイムスケ

ジ、ユールと環境で効率的に調査できるように，授業内

Table 1. The overview of horticultural activities. 
第 1表.園芸活動の概要.
園芸活動 月 日 天候z気温z湿度z 作業 作業 有効

(OC) (%) 姿勢 形態回答数(n)

野菜揺種 4月20日 雨 19 68 立位 2人 24

挿し木 5月18日 雨 21 70 座位 2人 23

芝人形 5月25日 晴 24 32 立位 個人 20 

苔玉 6月22日晴 27 66 立位 個人 15 
鉢上げ 7月6日 晴 24 64 立位 集団 8 

之園芸活動開始時のデータ

において調査を行った。

交絡因子をできるだけ排除するために，多様な園芸

活動の中から，活動時間や活動量がほぼ同等で，直射

日光や雨の当たらない，風通しのよい場所で行い，か

つ不快昆虫などによる影響がでない培養土を用いた活

動として，以下の5種類の園芸活動を選抜して調査し

たなお，いずれの園芸活動も，作業手袋は使用せず，

素手で、行った。調査に用いた園芸活動の開始時の気象

条件，作業形態(個人 2人，集団)，作業姿勢(立位，

座位)と有効回答者数(n)はTable1に示した。

2005年4月20日には，カボチヤ， トマト，ポップ

コーンの播種を行い 以下 「野菜播種」と表記した。

5月18日には，アイマスクを装着した視覚障害者の疑

似体験と園芸療法士の役割を演じるロールプレイとし

てセントポーリアおよび観葉植物の挿し木を行い，以

下， r挿し木」と表記した。 5月25日には，芝人形づ
くりを行い，以下， r芝人形」と表記したロ 6月22日
には，苔玉づくりを行い，以下， r苔玉」と表記した。
7月6日には，セントポーリアおよび観葉植物の挿し

木苗の鉢上げを行い，以下， r鉢上げ」と表記した。
それぞれの園芸活動において 以下の調査項目にお

いて欠損値が1項目もない被験者の回答を有効回答と

した。なお， r鉢上げ」において被験者数が極端に少な
くなったのは，調査用紙の不足により実施できなかっ

たことによる。

2.調査方法

調査を行った授業のタイムスケジュールの概要は第

l図に示した口自律神経機能の指標として，園芸活動

前後の収縮期血圧，拡張期血圧および脈拍数は，授業

の進行を考慮してそれらが同時に測定できる自動式電

子血圧計(テルモ株式会社製，型番P2000)を用いて測

定し，その数値を各自で調査用紙(自己記入式)に記入

した。主観評価として，それぞれの園芸活動後に，園

芸活動に対する満足度(5:とても満足~ 1 :とても

不満足)と気分(5:とても楽しい~1 とても不愉快)

を5段階で評価し，その数値を各自で調査用紙(自己記

入式)に回答した。いずれも 「園芸療法実習 1Jの授
業中に配布した調査用紙を用い，記入後，回収して分

析に用い， Fig. 1に示すように，測定および回答前に

は，座位による安静時間を設けた。また，調査開始時

に，主観評価が成績評価に影響することはないことを，
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被験者に予め十分に説明を行った。

なお，被験者は園芸療法士資格取得を目指し園芸

が心身に及ぼす影響について理解しており，作業前後

で調査すると，その評価に影響が生じることが予想さ

れたことにより，主観評価の調査を作業後のみにした。

3.統計処理

園芸活動の前後の血圧(収縮期および拡張期)と脈

拍数について対応のある t検定を行い，園芸活動前

後の差を検討した。園芸活動後の満足度と気分は，

Kruskal-W allis検定を行い Sheffeの方法で多重比較を

行い，園芸活動の違いによる影響を検討した。さらに，

血圧(収縮期および拡張期)および脈拍の相対値((園芸

活動後/園芸活動前)x 100)，満足度，気分について，

Spearmanの順位相関により，データの相互関係を評

価した。これらの統計処理には統計ソフト SPSS15.0J 

for Windows (SPSS社製)を用いた。

結果

1 .園芸活動が活動前後の血圧と脈拍に及ぼす影響

収縮期血圧は，いずれの園芸活動とも，その活動の

前後において，有意な差は認められなかった(Table2)。

拡張期血圧は， I野菜播種J，I挿し木」において，その
活動の前後に有意差が認められ いずれも活動後に高

くなった。脈拍数に関しては，いずれの園芸活動にお

いても活動前後に有意な差が認められ， I鉢上げ」以外
は，活動後に低下する傾向が認められた。

2.園芸活動が活動後の満足度と気分に及ぼす影響

園芸活動後の満足度は 「芝人形Jと「鉢上げJが最
も満足度が高く ，5段階評価で4.4となり，次いで「苔玉」

が4.3と， 4以上の高い評価となったD また， I芝人形」
は， I野菜播種Jと比較して有意に高い評価が認められ
た(Table3)。

Table 3. The effects of various horticultural activities on 
degree of satisfaction and emotion. 

第3表.園芸活動が活動後の満足度と気分に及ぼす影響.
園芸活動 満足度 z 気分y

野菜播種 3.7 a x 4.0 ab 

挿し木 3.9 ab 3.5 a 
芝人形 4.4 b 4.5 b 
苔玉 4. 3 ab 4. 1 ab 
鉢上げ 4.4 ab 4.5 ab 
z 5段階評価(5:とても満足，._.1 :とても不満足). 
y 5段階評価(5:とても楽しい，._.1 :とても不愉快).
X Scheffeの方法により異なる英文字間で 5%水準で有意差あり.

園芸活動後の気分は，満足度と同様に「芝人形」と

「鉢上げJが最も満足度が高く 5段階評価で4.5とな
り，次いで「苔玉」が4.1，I野菜播種」が4.0となり，
4以上の高い評価となった。また「芝人形」は「挿し木」

と比較して有意に高い評価が認められた(Table3)。

Table 2. The effects of various horticultural activities on systolic and diastolic 
blood pressure and pulse rate. 

第2表.園芸活動が活動前後の収縮期および拡張期血圧と脈拍に及ぼす影響.
園芸活動 収縮期血圧(mmHg) 拡張期血圧(mmHg) 脈拍数(回/分)

活動前活動後 活動前活動後 活動前活動後

野菜播種 108. 3 111. 5 nsz 63. 8 69. 5 * 78. 0 72. 3 * * 
挿し木 107.0 104.1 ns 62.7 66.2 * * 78.0 71.4 * * 
芝人形 111.9106.4 ns 64.7 66.0 ns 78.8 74.0 * 
苔玉 111.8107.0 ns 64.2 62.1 ns 80.3 72.0 ** 
鉢上げ 113.8 110.4 ns 61.6 61.5 ns 71.6 74.1 * 
z 対応のある t検定により， *は 5%水準， * *は 1%水準で有意差あり， nsは
有意差なし.
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3. Spearmanの順位相関

収縮期血圧，拡張期血圧および脈拍数

の相対値((園芸活動後/園芸活動前)x 

100) ，満足度，気分の相互関係を評価する

ために，Spearmenの順位相関係数を求め

たところ，満足度と気分の聞に有意(P< 
0.001)な相関(r=0.609)が，収縮期血圧と拡

張期血圧に有意(p< 0.001)な正の弱い相
関関係(r=0.275)が認められた(Table4)。

考察

血圧は日常臨床で もっとも基本的なパ

イタルサインとして用いられ，簡便にヒト

の健康度を測定できる客観的生理指標であ

り，循環器機能や自律神経機能を反映する

指標とされる (本間，1996)。人間がストレ

スより解放されリラ ックスした状態になる

と，脈拍数が減少し血圧は低下し，さ ら

には皮膚温度が上昇するとされる。音楽療

法とメラトニンの併用により，収縮期血圧

の低下，脈拍数の減少，皮膚温度の上昇が



見られたと報告されている(田川ら，2003)。また，実

際の園芸療法・園芸福祉においても，利用者のバイタ

ルサインチェックとして血圧や脈拍数の測定を実施し

ている施設が多い。園芸療法士資格取得を目指す学生

が履修する授業において 園芸活動の前後に血圧や脈

拍数の測定を導入する意義は大きいと考えられる。

園芸活動前後の収縮期血圧 拡張期血圧および脈拍

数を調査したところ，収縮期血圧にはいずれの園芸活

動においてもその前後の変化が認められず，拡張期血

圧は「野菜播種」と「挿じ木」において園芸活動後に

上昇し，脈拍数は「鉢上げ」を除いて園芸活動後に下

降する傾向が認められ(Table2)，園芸活動の内容の違

いにより，拡張期血圧および脈拍数の変化に差異があ

ることが認められた。なお，本研究では，収縮期血圧

には変化はなく，拡張期血圧に変化が認められたが，

田川ら (2003)の報告との違いについては今後検討する

必要がある。拡張期血圧と脈拍数における園芸活動前

後の変化には，園芸活動の運動およびストレス負荷が

影響していると考えられるが，本研究において変化の

要因については明らかにしておらず 今後の調査が必

要である。

さらに，主観評価として それぞれの園芸活動後に

園芸活動に対する満足度と園芸活動後の気分を 5段階

で評価したところ いずれも園芸活動により有意な差

が認められ(Table3)，主観評価においても園芸活動の

内容により差があることが示唆された。

園芸活動前後の拡張期血圧および脈拍数の変化で，園

芸活動を3タイプに分類することができた(Table5)。

タイプlは拡張期血圧が上昇し 脈拍数が下降する

「野菜播種J1挿し木」でともに2人ペアの作業であっ
た。「野菜播種」は園芸活動に対する満足度が低く，1挿
し木」は園芸活動後の気分が最もよくなかったo1挿し

木」は，アイマスクを装着した視覚障害者の疑似体験

と園芸療法士の役割を演じるロールプレイによる影響

も考えられることから，さらに，検討する必要がある。

タイプ2は拡張期血圧が同等となり，脈拍数が下降

する「芝人形J1苔玉」で， ともに個人で作業する活動
であった。いずれも園芸活動に対する満足度も高く，園

芸活動後の気分もよかった。特に 「芝人形」は園芸活

動に対する満足度と園芸活動後の気分が最も評価が高

Table 5. The classification of horticultural activity by the 
reaction of diastolic blood pressure and pulse rate. 

第5表.拡張期血圧と脈拍数の反応による園芸活動の分類.

拡張期血圧

上昇 z 同等 y 低下x

増加 Z I : 鉢上げ
脈拍数 f------------------f 
I '-"-.1. y I野菜播種 i芝人形
| 減少 X I 
| | 挿し木 i 苔玉 i 

z 園芸活動後に値が上昇または増加.
y 園芸活動前後の値が同等.
x 園芸活動後に値が低下または減少.

かった。また，調査対象者が幼稚園教諭や保育士を目

指す幼児教育保育学科の学生であり，このような造形

活動に関心があったことも一因ではないかと思われる。

「苔玉」については，園芸活動後に脈拍数が有意に

減少し，苔玉づくりによりリラ ックスしたと考えられ

る。長谷川・下村(2008)のアンケート調査によると，

苔玉を知っている回答者における苔玉のプラス面とし

ては，1見た目の美しさJ(59%)に次いで「見ていると

和むJ(51 %)が挙げられ年代別においても 20代以下
では「見ていると和むJが最も多いとされる。本研究
では苔玉をつくる作業の評価であるが，本研究の調査

対象者である 20代以下の年齢層では，苔玉により心が

和むリラックス効果が高いと思われる。

タイプ3は拡張期血圧が同等となり，脈拍数が上昇

する「鉢上げ」で，集団で作業する活動であった。園

芸活動に対する満足度と園芸活動後の気分はともに高

い傾向が認められた。「鉢上げ」は，今回調査した園芸

活動の中で唯一，植物の成長という時間軸が認識でき

る活動であり，主観評価の高さに影響しているとも考

えられ， さらに調査する必要がある。

蒲原ら(2008)の社会福祉専門職へのアンケート調査

によると，職務満足度が高い満足群は，低い不満足群

に比べて，1活気がわいてくるJ，1元気がいっぱいだ」
「生き生きする」の項目が有意に高かった。本研究にお

いても，園芸活動の満足度と園芸活動後の気分の相互

関係を評価するために， SpearmenのJII買位相関係数を

求めたところ，有意(p< 0.001)な相関(r=0.609)が認
められた(Table4)。本研究の結果により因果関係を考

察することはできないが 園芸活動の満足度と園芸活

動後の気分に関係がある可能性が示唆された。

本研究では，多様な園芸活動の中から，活動時間や

活動量がほぼ同等で，直射日光や雨の当たらない，風

通しのよい場所で行い，かつ不快昆虫などによる影響

がでない培養土を用いた活動として 5種類の園芸活

動を選抜して調査した。しかしながら，園芸活動開始

時の天候が雨の場合 園芸活動に対する満足度が低く

なるなど，環境条件によるバイアスの可能性がある。

また，1鉢上げ」の調査時には調査用紙の不足により，
被験者数が少なくなったことから，今後の検討が必要

と思われる。さらに 園芸活動は一連の作業の組合せ

によって構成されているが，ひとつひとつの作業との

関連についても検討する必要がある。

以上の結果，園芸活動の内容の違いにより，拡張期

血圧や脈拍数への影響に差異があり 活動後の満足度

や気分にも違いがあることが認められた。また，園芸

活動前後の拡張期血圧および脈拍数の変化を基に，園

芸活動を 3タイプに分類することができた。さらに，

満足度と気分には有意な正の相関関係があることか

ら，園芸活動の満足度と活動後の気分に関係があるこ

とが示唆された。これらの知見は 学校園芸および園
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を計画する際に役立うと考えられる。

摘要

「園芸療法実習 1Jを履修した幼児教育保育学科の健
全な学生(すべて女子，年齢 19~20 歳)を対象として，

園芸活動の違いが女子短期大学生の血圧，脈拍，満足

度，気分に及ぼす影響を調査した。五つの園芸活動(野

菜播種，挿し木，芝人形，苔玉，鉢上げ)を対象とした。

自律神経機能の指標として，それぞれの園芸活動前後

の収縮期血圧，拡張期血圧および脈拍数を電子血圧

計を用いて測定した。主観評価として，質問形式によ

りそれぞれの園芸活動後に 園芸活動に対する満足度

と気分を自己評価した。園芸活動の内容により ，活動

前後の拡張期血圧間および脈拍数聞に有意な差が認め

られた。また，園芸活動前後の拡張期血圧および脈拍

数の変化を基に，園芸活動を 3タイプに分類すること

ができた。園芸活動に対する満足度および園芸活動後

の気分は，いずれも園芸活動の内容により有意な差が

認められた。これらの知見は 学校園芸および園芸療

法・福祉で行われる多様な園芸活動のプログラムを計

画する際に役立つと考えられる。
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